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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
四
号
、
平
成
二
十
四(
二
〇
一
二)
年
三
月
麻
田
連
陽
春
伝
考
萬
葉
集
人
物
伝
研
究(
八)
川
上
富
吉
一
、
は
じ
め
に
麻
田
連
陽
春
は
、『
萬
葉
集
(
１)』
巻
第
四
に
、
Ａ
、
大ださ
宰いの
帥そち
大おほ
伴とも

き
や
う
の
、
大だい
納なふ
言ごん
に
任にん
ぜ
ら
れ
て
京
み
や
こ
に
入い
る
時とき
に
臨のぞ
み
、
府ふ
の
官
く
わ
ん
人じん
等ら
の
、

き
や
う
を
筑ちく
前
ぜ
ん
の
国くに
の
蘆あし
城き
の
駅
家
う
ま
や
に
餞
う
ま
の
は
な
む
け
せ
し
歌
四
首
岬みさ
き
廻み
の
荒
磯
あ
り
そ
に
寄
す
る
五い
百ほ
重へ
波なみ
立
ち
て
も
居ゐ
て
も
我あ
が
思おも
へ
る
君
(
巻
第
四
、
五
六
八)
右
の
一
首
は
、
筑ちく
前
ぜ
ん
の
掾
じ
よ
う
門かど
部べの
連
む
ら
じ
石いそ
足たり
。
韓から
人ひと
の
衣
こ
ろ
も
染そ
む
と
い
ふ
紫
の
心
に
染し
み
て
思
ほ
ゆ
る
か
も
(
巻
第
四
、
五
六
九)
大
和
や
ま
と
へ
に
君
が
立
つ
日
の
近
づ
け
ば
野
に
立
つ
鹿しか
も
と
よ
め
て
そ
鳴
く
(
巻
第
四
、
五
七
〇)
右
の
二
首
は
、
大だい
典てん
麻あさ
田だの
連
む
ら
じ
陽や
春す
。
月つく
夜よ
よ
し
川
の
音おと
清
し
い
ざ
こ
こ
に
行
く
も
行
か
ぬ
も
遊
び
て
行
か
む
(
巻
第
四
、
五
七
一)
右
の
一
首
は
、
防
人
さ
き
も
り
の
佑
じ
よ
う
大おほ
伴
と
も
の
四よ
綱つな
。
大
伴
旅
人
送
別
歌
四
首
中
の
二
首(
五
六
八
・
五
六
九)
が
あ
り
、
ま
た
、
巻
第
五
に
、
Ｂ
、
大おほ
伴
と
も
の
君きみ
熊くま
凝ごり
の
歌
二
首
大だい
典てん
麻あさ
田だの
陽や
春す
の
作さく
国
遠
き
道
の
長なが
手て
を
お
ほ
ほ
し
く
今け
日ふ
や
過
ぎ
な
む
言こと
問ど
ひ
も
な
く
(
巻
第
五
、
八
八
四)
朝あさ
露つゆ
の
消け
や
す
き
我あ
が
身
他ひと
国くに
に
過
ぎ
か
て
ぬ
か
も
親
の
目
を
欲ほ
り
(
巻
第
五
、
八
八
五)
敬つつ
し
み
て
熊くま
凝ごり
の
為ため
に
そ
の
志
こ
こ
ろ
ざ
し
を
述の
べ
し
歌
に
和わ
せ
し
六
首
序
を

あ
は
せ
た
り
筑
前
国
守
山
上
憶
良
大おほ
伴
と
も
の
君きみ
熊くま
凝ごり
と
い
ふ
者ひと
は
、
肥ひ
後ごの
国くに
益まし
城きの
郡
こ
ほ
り
の
人
な
り
。
年
十
八
歳
、
天てん
平
び
や
う
三
年
六
月
十
七
日
を
以
て
、
相
撲
す
ま
ひ
の
使
の
某それ
の
国こく
司し
官くわ
位んゐ
姓せい
名めい
の
従
じ
ゆ
う
人にん
と
為な
り
て
京
都
み
や
こ
に
参
り
向
か
ふ
に
、
天
た
る
や
不ふ
幸かう
、
路みち
に
在
り
て
疾
や
ま
ひ
を
獲え
て
、
即
ち
安あ
芸きの
国くに
佐さへ
伯きの
郡
こ
ほ
り
高たか
庭には
の
駅
家
う
ま
や
に
し
て
身
故た
え
に
き
。
臨りん
終
じ
ゆ
う
の
時
に
、
長
ち
や
う

た
ん
息そく
し
て
曰いは
く
、｢
伝
へ
聞
く
、
仮け
合がふ
の
身
は
滅
び
易
く
、
泡はう
沫まつ
の
命
は
駐とど
ま
り
難がた
し
と
い
ふ
こ
と
を
。
所この
以ゆゑ
に
千せん
聖せい
已すで
に
去
り
て
、
百
ひ
や
く
賢けん
留とど
ま
ら
ず
。
況
い
は
む
や
、
凡ぼん
愚ぐ
の
微いや
し
き
者もの
、
何
ぞ
能よ
く
逃のが
れ
避
け
む
や
。
但
し
我
が
老
親
、
並
び
に
菴あん
室しつ
に
在
り
。
麻
田
連
陽
春
伝
考
― 1―( 1 )
我
を
待
ち
て
日
を
過すぐ
さ
ば
、
自
お
の
づ
か
ら
に
傷
し
や
う
心しん
の
恨うら
み
有
ら
む
。
我
を
望
み
て
時
を
違たが
へ
ば
、
必
ず
喪さう
明めい
の
泣
な
み
だ
を
致
さ
む
。
哀かな
し
き
か
も
我
が
父
、
痛
ま
し
き
か
も
我
が
母
。
一
身
の
死
の
途みち
に
向
か
ふ
こ
と
を
患うれ
へ
ず
、
唯ただ
し
二
親
の
生せい
の
苦
に
在
る
こ
と
を
悲
し
む
。
今け
日ふ
長なが
く
別
れ
な
ば
、
何いづ
れ
の
世
に
か
覲まみ
ゆ
る
こ
と
得
む｣
と
い
ふ
。
乃
す
な
は
ち
歌
六
首
を
作
り
て
死
に
き
。
そ
の
歌
に
曰いは
く
、
う
ち
ひ
さ
ず
宮
へ
上のぼ
る
と
た
ら
ち
し
や
母
が
手
離はな
れ
常つね
知
ら
ぬ
国
の
奥
か
を
百もも
重へ
山やま
越
え
て
過
ぎ
行
き
い
つ
し
か
も
都
を
見
む
と
思
ひ
つ
つ
語
ら
ひ
を
れ
ど
己おの
が
身
し
労いた
は
し
け
れ
ば
玉たま
桙ほこ
の
道
の
隈くま
廻み
に
草
手た
折を
り
柴しば
取
り
敷
き
て
床とこ
じ
も
の
う
ち
臥こ
い
伏
し
て
思
ひ
つ
つ
嘆
き
伏
せ
ら
く
国
に
あ
ら
ば
父
取
り
見
ま
し
家
に
あ
ら
ば
母
取
り
見
ま
し
世
の
中
は
か
く
の
み
な
ら
し
犬
じ
も
の
道
に
伏
し
て
や
命
い
の
ち
過
ぎ
な
む
一
に
云
ふ
、｢
わ
が
世
過
ぎ
な
む｣
(
巻
第
五
、
八
八
六)
た
ら
ち
し
の
母
が
目
見
ず
て
お
ほ
ほ
し
く
い
づ
ち
向
き
て
か
我あ
が
別
る
ら
む
(
巻
第
五
、
八
八
七)
常つね
知
ら
ぬ
道
の
長
手
を
く
れ
く
れ
と
い
か
に
か
行
か
む
糧
か
り
て
は
な
し
に
一
に
云
ふ
、｢
干かれ
飯ひ
は
な
し
に｣
(
巻
第
五
、
八
八
八)
家
に
あ
り
て
母
が
取
り
見
ば
慰
む
る
心
は
あ
ら
ま
し
死
な
ば
死
ぬ
と
も
一
に
云
ふ
、｢
後のち
は
死
ぬ
と
も｣
(
巻
第
五
、
八
八
九)
出い
で
て
行
き
し
日
を
数かぞ
へ
つ
つ
今け
日ふ
今
日
と
我あ
を
待
た
す
ら
む
父
母
ら
は
も
一
に
云
ふ
、｢
母
が
哀かな
し
さ｣
(
巻
第
五
、
八
九
〇)
一ひと
世よ
に
は
二ふた
度たび
見
え
ぬ
父
母
を
置
き
て
や
長
く
我あ
が
別
れ
な
む
一
に
云
ふ
、
｢
相
別
れ
な
む｣
(
巻
第
五
、
八
九
一)
大
伴
熊
凝
の
死
を
素
材
と
し
て
山
上
憶
良
の
作
品
と
の
一
群
に
、
二
首(
八
八
四
・
八
八
五)
が
あ
り
、
さ
ら
に
、『
懐
風
藻
(
２)』
に
、
Ｃ
、
外
從
五
位
下
石いは
見みの
守かみ

あ
さ
田だの

む
ら
じ
陽や
春す
。
一
首
。
年
五
十
六
。
五
言
。

と
う
の
江
あ
ふ
み
の
守かみ
の
｢
裨ひ
叡えの
山
の
先せん
考かう
が
舊きう
禪ぜん
處しよ
の
柳りう
樹じゆ
を
詠よ
む｣
の
作
に
和わ
す
。
一
首
。

江
あ
ふ
み
は
惟こ
れ

て
い
里り
、
裨ひ
叡え
は
寔
ま
こ
と
に

し
ん
山ざん
。
山
靜
け
く
し
て
俗ぞく
塵ぢん
寂しづ
み
、
谷たに
間しづ
け
く
し
て
眞しん
理り
專
も
は
ら
に
あ
り
。
於ああ
穆
う
る
は
し
き
我
が
先せん
考かう
、
獨ひと
り
悟さと
り
て
芳はう

え
ん
を
闡ひら
く
。
寶ほう
殿でん
	
に
臨のぞ
み
て


か
ま
へ
、
梵ぼん

し
よ
う
風
に
入
り
て
傳つた
ふ
。
烟えん
雲うん
萬ばん
古こ
の
色
、
松
し
よ
う
柏はく
九きう

と
う
に
堅かた
し
。
日じつ
月げつ
荏じん
苒ぜん
去さ
れ
ど
、
慈じ
範はん
獨
り
依い
々い
な
り
。
寂せき
寞ばく
な
る

せ
い
禪ぜん
の
處
と
こ
ろ
、
俄には
か
に
積せき
草さう
の

に
は
に
爲な
る
。
古こ
樹じゆ
三さん
秋しう
に
落ち
り
、

か
ん

く
わ
九くぐ
月わつ
に

お
と
ろ
ふ
。
唯ただ
餘のこ
す
兩りや
う
楊やう
樹じゆ
、
孝かう
鳥てう

あ
し
た
夕
ゆ
ふ
へ
に
悲
し
ぶ
の
み
。
(
藻
一
〇
五)
と
、
藤
原
仲
麻
呂
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
一
首(
藻
一
〇
五)
の
作
者
と
し
て
登
場
す
る
。
い
わ
ゆ
る
万
葉
後
期
の
神
亀
・
天
平
年
間
に
活
躍
し
た
大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良
、
藤
原
仲
麻
呂
ら
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
麻
田
陽
春
の
伝
記
を
考
究
し
て
み
る
こ
と
が
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。
二
、
そ
の
氏
姓
名
に
つ
い
て
麻
田
連
陽
春
の
出
処
は
、『
万
葉
集』
中
、
①
巻
第
四
、
五
七
〇
の
左

に
大
典
麻
田
連
陽
春
②
巻
第
五
、
目
録(
八
八
四)
大
典
麻
田
連
陽
春
為
大
伴
君
熊
凝
述
志
歌
二
首
③
巻
第
五
、
八
八
四
の
題
に
大
典
麻
田
連
陽
春
と
三
カ
所
に
見
え
、『
懐
風
藻』
に
、
④
目
録
外
從
五
位
下
石
見
守
麻
田
連
陽
春
⑤
本
文(
一
〇
五)
題
に
外
從
五
位
下
石
見
守
麻
田
連
陽
春
と
二
カ
所
に
見
え
、『
続
日
本
紀』
に
、
⑥
神
亀
元
年
五
月
十
三
日
辛
十
三
日
未
正
八
位
上
答
本
陽
春
麻
田
連
⑦
天
平
十
一
年
正
月
丙
十
三
日
午
正
六
位
上
麻
田
連
陽
春
外
從
五
位
下
と
二
カ
所
に
見
え
、『
東
大
寺
文
書
之
五』
の
、
大
宰
府
牒
案
に
、
⑧
天
平
三
年
三
月
卅
日
從
六
位
上
行
大
典
麻
田
連
陽
□
と
、
計
八
カ
所
に
見
え
る
。
時
間
的
順
序
か
ら
み
て
、
⑥
が
初
出
で
、
こ
の
時
｢
答
本｣
か
ら｢
麻
田
連｣
へ
の
賜
改
氏
姓
が
あ
り
、
名
の｢
陽
春｣
の
表
記
は
、
― 2― ( 2 )
⑧
を
除
い
て
一
貫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
氏
姓
名
の
表
記｢
麻
田
連
陽
春｣
を
妥
当
と
す
る
。
(
一)
氏｢
麻
田｣
に
つ
い
て
前
記
の
⑥
の｢
改
氏
姓｣
記
事
は
、
神
亀
元
年(
七
二
四)
二
月
甲
午
詔
に
ま
た
官
つ
か
さ
々
つ
か
さ
に
仕つか
へ
奉まつ
る
韓から
人ひと
部ども
一
ひ
と
り
二
ふ
た
り
人
に
、
そ
の
負お
ひ
て
仕つか
へ
奉まつ
る
べ
き
姓
か
ば
ね
名な
賜
ふ
。
と
あ
り
、｢
賜
姓
は
本
人
の
申
請
に
よ
る
の
が
ふ
つ
う
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
詔
が
あ
っ
て
も
、
多
少
の
時
日
を
要
す
る
。
こ
の
場
合
は
五
月
辛
未
に
実
施
(
３)
。｣
さ
れ
、
⑥
の
記
事
と
な
っ
た
も
の
で
、｢
韓
人｣
は
、｢
唐
・
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
な
ど
か
ら
渡
来
し
た
諸
氏(
五
月
辛
未
条
(
４))
。｣
で
、

妙
観
(
河
上
忌
寸)
・
王
吉
勝
(
新
城
連)
・
高
正
勝
(
三
笠
連)
・
高
益
信
(
男

連)
・
吉
宜
(
吉
田
連)
・
吉
智
首
(
吉
田
連)
・

兄
麻
呂
(
羽
林
連)
・
賈
受
君
(
神
前
連)
・
楽
浪
河
内
(
高
丘
連)
・
四
比
忠
勇
(
椎
野
連)
・
荊
軌
武(
香
山
連)
・
金
宅
良(
国
看
連)
・
金
元
吉(
国
看
連)
・
高
昌
武
(
殖
槻
連)
・
王
多
宝
(
蓋
山
連)
・
高
禄
徳
(
清
原
連)
・
狛

乎
理
和
久
(
古
衆
連)
・
呉
粛
胡
明
(
御
立
連)
・
物
部
用
善
(
物
部
射
園
連)
・
久
米
奈
保
麻
呂(
久
米
連)
・
賓
難
大
足(
長
丘
連)
・
胛
巨
茂(
城
上
連)
・
谷
那
康
受(
難
波
連)
・
答
本
陽
春(
麻
田
連)
の
二
四
人
で
あ
る
。｢
答
本
陽
春
＝
麻
田
連
陽
春｣
に
つ
い
て
(
５)
、『
日
本
書
紀』
に
よ
れ
ば
、
天
智
二(
六
六
三)
年
白
村
江
の
戦
い
で
、
羅
唐
連
合
軍
に
大
敗
し
た
百
済
国
の
人
々
が
、
多
く
渡
来
し
、
そ
の
中
の
一
人
と
み
ら
れ
る
答
本
氏
と
し
て
、
天
智
天
皇
四
年(
六
六
五)
秋
八
月
に
、
達
率
答たふ

ほ
ん
春
し
ゆ
ん
初そ
を
遣
つ
か
は
し
て
、
城き
を
長
門
国
に
築つ
か
し
む
。
と
、
同
氏
の｢
答
(
本)
春
初｣
が
見
え
る
(
６)
。
さ
ら
に
、
同
天
皇
十
年(
六
七
一)
正
月
、
百
済
か
ら
の
渡
来
人(
亡
命
貴
族)
の
多
く
の
人
々
に
叙
爵
し
た
記
事
中
に
、
是こ
の
月
に
、
大だい
錦きむ
下げ
を
以も
ち
て
佐さ
平へい
余よ
自じ
信しん
・
沙さ
宅たく
紹せう
明
み
や
う
法
の
り
の
官
つ
か
さ
の
大
お
ほ
き
輔すけ
。
に
授さづ
く
。
小せう
錦きむ
下げ
を
以
ち
て
鬼くゐ
室しつ
集しふ
斯し
に
授
く
。
学
ふ
み
の
職
つ
か
さ
の
頭かみ
。
大だい
山せん
下げ
を
以
ち
て
、
達だち
率そち
谷こく
那な
晋しん
首す
兵つは
法もの
に
閑なら
へ
り
。
・
木もく
素そ
貴くゐ
子し
兵
法
に
閑
へ
り
。
・
憶おく
礼らい
福ふく
留る
兵
法
に
閑
へ
り
。
・
答たふ

ほ
ん
春
し
ゆ
ん
初そ
兵
法
に
閑
へ
り
。
・

ほ
ん
日にち
比ひ
子し
賛さん
波は
羅ら
金こむ
羅ら
金こむ
須す
薬くす
り
を
解し
れ
り
。
・
鬼くゐ
室しつ
集しふ
信しん
薬
を
解
れ
り
。
に
授さづ
く
。
小せう
山せん
上じや
う
を
以
ち
て
、
達だち
率そち
徳とく
頂
ち
や
う
上
ぢ
や
う
薬
を
解
れ
り
。
・
吉きち
大だい
尚
し
や
う
薬
を
解
れ
り
。
・
許こ
率そち
母も
五ご
経
き
や
う
に
明
あ
き
ら
か
か
な
り
。
・
角ろく
福ふく
牟む
陰おむ
陽やう
に
閑なら
へ
り
。
に
授
く
。
小せう
山せん
下げ
を
以
ち
て
余
あ
た
し
の
達だち
率そち
等ら
五
十
余
人
に
授
く
。
童わさ
謡うた
あ
り
て
云い
は
く
、
橘たち
ば
な
は
己おの
が
枝えだ
々えだ
生な
れ
れ
ど
も
玉たま
に
貫ぬ
く
時とき
同おや
じ
緒を
に
貫ぬ
く
(
紀
歌
謡
一
二
五)
と
い
ふ
。
｢
答

春
初
兵
法
に
閑
へ
り
。｣
と
あ
り
、｢
兵
法｣
と
は
、
戦
争
の
方
法
(
７)
(
陣
法
・
軍
法)
か
、
兵
器(
武
器)
に
関
し
て
習
得
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
『
懐
風
藻』
の
大
友
皇
子(
藻
１)
の
伝
に
、
年
二
十
三
、
立
ち
て
皇
太
子
と
爲な
る
。
廣
く
學
士
沙さ
宅たく
紹せう
明めい
・
塔たふ
本ほ
春
し
ゆ
ん

し
よ
・
吉きつ
太たい

し
や
う
・
許きよ
	
そ
つ
母も
・
木もく
素そ
貴き
子し
等
を

を
き
て
、
賓ひん
客かく
と
爲
す
。
太
子
天てん
性せい
明めい
悟ご
、
雅もと
よ
り

は
く
古こ
を
愛この
ま
す
。
筆
ふ
み
て
を
下おろ
せ
ば

し
や
う
と

り
、
言こと
に
出いだ
せ
ば
論ろん
と
爲な
る
。
時
に
議ぎ
す
る

ひ
と
其
の
洪こう
學がく
を

な
げ
か
ふ
。
未いま
だ
幾いく
ば
く
も
あ
ら
ぬ
に

ぶ
ん
藻さう
日
に

あ
ら
た
し
。
壬じん
申しん
の
年
の
亂らん
に
會
ひ
て
、
天
命
と
げ
ず
。
時
に
年
二
十
五
。
と
あ
っ
て
、｢
学
士｣
は｢
学
者｣
の
こ
と
で
、｢
文
学
士｣
(『
懐
風
藻』
序)
の
こ
と
で
、
中
国
語
の
詩
文
に
長
け
た
人
の
こ
と
を
言
う
と
す
れ
ば
、｢
兵
法｣
に
麻
田
連
陽
春
伝
考
― 3―( 3 )
か
ぎ
ら
ず
詩
文
の
才
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
春
初
・
陽
春
よ
り
後
年
の
人
に
天
平
勝
宝
三(
七
五
一)
年
十
月
丁
丑
条
に
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た｢
答
本
忠
節
(
８)｣
が
あ
る
が
、
こ
の
人
は
、
神
亀
元
年(
七
二
四)
二
月
甲
午
詔
に
応
じ
て
改
氏
姓
を
申
請
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
る
。
そ
れ
は
何
故
か
。
一
つ
に
は
申
請
漏
れ
で
、
本
人
か
役
所
の
い
づ
れ
か
が
忘
失
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
本
人
が
故
意
に
本
氏｢
答
本｣
に
固
執
し
た
の
か
さ
だ
か
に
は
出
来
な
い
(
９)
。
春
初
・
陽
春
と
の
親
縁
関
係
も
不
明
で
あ
る
。
(
二)
姓｢
連｣
に
つ
い
て
⑥
の
神
亀
元
年
(
七
二
四)
五
月
辛
未
条
の
賜
姓
｢
連｣
は
、『
日
本
書
紀』
天
武
天
皇
十
三
年(
六
八
四)
十
月
一
日
制
定
の｢
八
色
の
姓｣
の
第
七
位｢
連｣
に
当
る
が
、
実
際
に
賜
姓
が
行
わ
れ
た
の
は
、
真
人
か
ら
忌
寸
ま
で
の
上
位
四
姓
の
み
で
、｢
臣
・
連｣
の
賜
姓
記
事
は
見
当
ら
な
い
(
)
。
以
後
、『
続
日
本
紀』
養
老
四
年(
七
二
〇)
五
月
壬
戌
条
に｢
白
猪
史
の
氏
を
改
め
て

井
連
の
姓
を
賜
ふ
。｣
と
い
う
例
が
あ
る
が
、｢
麻
田
連○｣
を
賜
っ
た
の
は｢
答
本
陽
春｣
一
人
で
あ
り
、
後
に
麻
田
氏
で｢
連｣
姓
を
名
告
る
も
の
は
、
①
天
平
宝
字
八
年(
七
六
四)
正
月
乙
巳
条
に
、
正
六
位
上
麻
田
連
金
生
外
従
五
位
下
。
同
月
己
未
条
に
、
外
従
五
位
下
麻
田
連
金
生
左
大
史
。
②
神
護
景
雲
元
年(
七
六
七)
二
月
丁
亥
条
に
、
大
学
に
行
幸
し
て
釈
奠
の
時
、
座
主
直
講
従
八
位
下
麻
田
連
真
浄
従
六
位
下
。延
暦
二
年(
七
八
三)
正
月
癸
巳
条
に
、
正
六
位
上
麻
田
連
真
浄
外
従
五
位
下
。
以
後
、
主
税
助
・
大
学
博
士
・
伊
勢
介
・
大
学
助
教
を
歴
任
。
な
お
、
『
日
本
後
紀』
延
暦
十
六
年(
七
九
七)
正
月
甲
午
条
に
、｢
五
位
巳
上
を
宴
す
。
束
帛
を
賜
う
こ
と
差
有
り
。
外
従
五
位
下
麻
田
連
真
浄
従
五
位
下｣
と
あ
る
。
③
延
暦
三
年(
七
八
四)
十
二
月
巳
已
条
詔
に
、
長
岡
京
造
営
功
労
者
と
し
て
、
正
六
位
上
麻
田
連

賦
外
従
五
位
下
。
延
暦
四
年(
七
八
五)
七
月
己
亥
条
に
、
外
従
五
位
下
麻
田
連

賦
左
大
史
、
以
後
、
典
薬
頭
・
右
京
亮
を
歴
任
し
、
延
暦
八
年(
七
八
九)
三
月
戊
午
条
に
、
外
従
五
位
下
麻
田
連

賦
山
背
介
。
の
三
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
三)
名｢
陽
春｣
に
つ
い
て
表
記｢
陽
春｣
に
異
同
は
な
い
が
、
読
み
に
つ
い
て
は
異
同
あ
り
。
『
萬
葉
拾
穂
抄』
は
、
大
典
麻アサ
田タノ
連
ム
ラ
シ
陽ヒ
春ハル
『
萬
葉
代
匠
記』
精

本
は
、
陽
春
カ
先

外
國
ヨ
リ
來
リ
テ

カ
。
陽
春
ヲ
比
波
留
ト
訓
シ
タ
ル
本
ア
レ
ト
、
姓
ヲ
合
セ
テ
按
シ
、
二
字
ノ
連
綿
ヲ
思
フ
ニ
、
唯

ニ
讀
名
ナ
ル
ヘ
シ
『
萬
葉
童
蒙
抄』
は
、
あ
さ
田
の
む
ら
じ
は
る
や
す
と
よ
ま
ん
か
。
又
は
を
は
る
か
、
『
萬
葉
集
略
解』
は
、
大
典
麻あさ
田だの
連
陽
春
。
此
名
や
す
と
訓
ま
ん
か
。
『
萬
葉
集
攷
證』
は
、
陽
春
は
音
に
訓
べ
し
。
『
萬
葉
集
古
義』
は
、
大オオ
キ
典
フ
ミ
ヒ
ト
麻アサ
田ダノ
連
ム
ラ
ジ
陽ヤ
春ス
と
あ
っ
て
、『
拾
穂
抄』
｢
ヒ
ハ
ル｣
・『
童
蒙
抄』
｢
は
る
や
す
・
を
は
る｣
と
和
読
し
た
が
、『
代
匠
記』
｢
音
ニ
讀
名
ナ
ル
ヘ
シ｣
・『
攷
證』
｢
音
に
訓
べ
し｣
と
あ
る
か
ら
、
陽
y o
n
g
ヨ
ウ
ヤ
ウ
春
c
h u
n
シ
ュ
ン
｢
ヤ
ウ(
ヨ
ウ)
シ
ュ
ン｣
と
音
読
す
る
か
。
あ
る
い
は
、『
略
解』
｢
ヤ
ス｣
・『
古
義』
｢
ヤ
ス｣
と
訓
む
か
。
以
後
、｢
ヤ
ウ
シ
ュ
ン
・
ヨ
ウ
シ
ュ
ン｣
と
訓
む
も
の
に『
萬
葉
集
全
注
巻
第
四』
(
木
下
正
俊)
― 4― ( 4 )
は
、｢
七
五
〇
左
注｣
で｢
や
す｣
と
傍
訓
を
し
、[
考]
で
、
陽
春
は
渡
来
人
で
、
は
じ
め
答とう
本
ほ
ん
の
陽よう
春
し
ゆ
ん
と
い
っ
た
。
神
亀
元
年(
七
二
四)
正
八
位
上
で
あ
っ
た
時
に
麻
田
連
姓
を
賜
っ
た
。
と
説
明
し
て
い
る
の
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
帰
化
し
て
麻
田
連
と
改
氏
姓
し
た
の
で
、
名
｢
陽
春｣
の
読
み
を
音
読
｢
ヨ
ウ
シ
ュ
ン｣
か
ら
和
読
(
？)
｢
や
す｣
に
改
め
た
と
い
う
の
か
。｢
や
す｣
は
、
音
訓
い
づ
れ
か
不
明
。『
萬
葉
集
全
注
巻
第
五』
(
井
村
哲
夫)
は
、｢
八
八
四
題｣
で｢
や
う
し
ゅ
ん｣
と
傍
訓
し
、[
考]
で
、
続
日
本
紀
神
亀
元
年
(
七
二
四)
五
月
辛しん
未び
条
に
、
正
八
位
上
答とう
本ほん
陽よう
春
し
ゆ
ん
に
、
麻あさ
田だの
連
む
ら
じ
の
姓
を
賜
う
と
あ
る
。
と
し
、｢
や
う
し
ゅ
ん｣
｢
よ
う
し
ゅ
ん｣
と
二
様
に
音
読
し
て
い
る
。『
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典』
は
、
立
項
で｢
や
す｣
と
読
み
、
解
説
に｢『
よ
う
し
ゅ
ん』
と
も
い
う｣
と
す
る
。『
日
本
古
代
中
世
人
名
辞
典』
は
、｢
よ
う
し
ゅ
ん｣
と
し
て
い
る
。
｢
ヤ
ス｣
と
訓
む
の
は
、『
略
解』
・『
古
義』
・『
新
考』
・『
全
釋』
・
窪
田
『
評
釋』
・『
総
釋』
・『
全

釋』
・
佐
佐
木『
評
釋』
・『
私
注』
・
金
子『
評
釋』
・『
注
釋』
・『
釋
注』
・『
全
歌
講
義』
・『
全
解』
。
他
に
テ
キ
ス
ト
類
で
は
、
朝
日
古
典
全
書
本
・
大
系
本
・
日
本
古
典
文
学
全
集
本
・
新
潮
古
典
集
成
本
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
・
新
大
系
本
。
辞
典
事
典
類
で
は
、
佐
佐
木
事
典
・
和
歌
文
学
大
辞
典
・
万
葉
集
歌
人
事
典
・
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
・
有
精
堂
萬
葉
集
講
座
別
巻
・
和
歌
大
辞
典
・
日
本
古
代
人
名
辞
典
(
東
京
堂
版)
・
万
葉
集
歌
人
集
成
。
文
庫
本
で
は
、
旺
文
社
・
講
談
社
・
角
川
。
と
あ
っ
て
、
大
勢
、
通
行
本
類
で
は｢
ヤ
ス｣
と
読
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
従
う
べ
き
か
、
た
だ
し｢
ヤ
ス｣
は
音
訓
い
づ
れ
な
の
か
訛
音
か
約
音
か
慣
用
音
な
の
か
疑
念
が
残
る
。
ち
な
み
に
上
田
萬
年
他『
大
字
典』
に
、
陽
春
ヤ
ウ
・
シ
ュ
ン
は
る
。
李
白｢
陽
春
召
我
以
煙
景

大
塊
假
我
以
文
章
｣
｢
陽
春
白
雪｣
ヤ
ウ
シ
ュ
ン
・
ハ
ク
セ
ツ
楚
國
の
歌
曲
の
名
。
高
尚
な
る
詩
を
稱
す
。
宋
玉
の｢
對
楚
王
問
詞｣
よ
り
出
づ
。
『
廣
漢
和
辞
典』
に
、
陽
春
ヨ
ウ
シ
ュ
ン
①
あ
た
た
か
な
春
の
時
節
。[
楚
辞
、
厳
忌
、
哀
時
命]
願

ヘ
ド
モ
壹
タ
ビ
見

ン
ト
陽
春
之
白
日

ヲ
兮
、
恐
ラ
ク
ハ
不

ラ
ン
終

ハ
乎
永
年

ニ
。
②
楽
曲
の
名
。[
文
選
、
張
協
、
雜
詩]
陽
春
ハ
無

ク
和
ス
ル
者

巴
人
皆
下
節
ナ
リ
。
[
注]
	
曰
ク
、
郢
中
之
歌
ニ
、
有

リ
陽
春
・
巴
人
ノ
二
曲

陽
春
ハ
高
曲
、
和
ス
ル
者
甚
ダ
少
ナ
ク
、
巴
人
ハ
下
曲
、
和
ス
ル
者
数
千
人
。
[
陽
春
白
雪]
ヨ
ウ
シ
ュ
ン
ハ
ク
セ
ツ
楚
の
国
の
歌
曲
で
、
高
尚
な
音
曲
の
名
。[
文
選
、
宋
玉
、
對

フ
楚
王
ノ
問

ニ]
其
ノ
爲

ス
ヤ
陽
春
白
雪

ヲ
、
國
中
属
シ
テ
而
和
ス
ル
者
数
十
人
。
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、『
楚
辞』
・『
文
選』
に
出
典
を
求
め
得
る
好
字
嘉
名
で
あ
る
、｢
ヤ
ウ
シ
ュ
ウ
・
ヨ
ウ
シ
ュ
ン｣
と
読
む
の
を
妥
当
と
し
た
い
。
三
、
そ
の
閲
歴
に
つ
い
て
(
一)
出
自
・
家
系
そ
の
出
自
に
つ
い
て
、
初
め
て
典
拠『
新


姓
氏
録』
を
指
摘
し
た
の
は
、
契
沖
の
弟
子
、
海
北
若
冲
の『
万
葉
作
者
履
歴
(
)』
、(
下
、
七
、
連)
に
、
麻
田
連
陽
春
伝
考
― 5―( 5 )
麻
田
連
陽
春
第
四
廿
八
帥
大
伴

天
平
二
年
入
京
之
時
大
典
麻
田
連
陽
春
第
十
五
廿
六
大
伴
君
熊
凝
歌
二
首
―
作
姓
氏
録
云
麻
田
連
出
自
百
済
国
朝
鮮
王
淮
也
○
神
亀
元
年
五
月
辛
未
正
八
位
上
答
本
陽
春
賜
姓
麻
田
連
宝
字
元
年
七
月
戊
申
為
問
薬
方
詣
答
本
忠
節
宅

○
天
平
十
一
年
正
月
丙
午
正
六
位
上
未勘
麻
田
連
陽
春
授
外
從
五
位
下
○
懐
風
藻
云
外
從
五
位
下
石
見
守
麻
田
連
陽
春
一
首
年六
五
十
五
言
和
藤
江
守
詠
裨
叡
山
先
考
之
旧
禅
処
ノ
柳
樹
之
作

此
見
詩
藤
江
守
誰
哉
比
叡
山
傅
教
大
師
不
開
祖

元
来
蘭
若
見
右
宰
府
梅
花
宴
此
人
不
見
不
審
と
あ
る
。
た
し
か
に
、『
新

姓
氏
録
(
	)』
右
京
諸
蕃
下
の
｢
麻
田
連｣
条
と
同
文
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、『
万
葉
集』
の
全
注
釈
者
・
テ
キ
ス
ト
編
者
等
が
、
こ
の
若
沖『
万
葉
作
者
履
歴』
を
活
用
し
た
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
何
故
か
考
う
べ
し
。
『
和
歌
文
学
大
辞
典』
(
執
筆
、
小
島
憲
之)
に
、
百
済
国
朝
鮮
王
淮
の
子
孫
と
あ
る
が
、
典
拠『
新

姓
氏
録』
の
こ
と
明
記
せ
ず
。
有
精
堂
版『
萬
葉
集
事
典』
も
、
百
済
系
渡
来
人
。
出
自
は
百
済
国
朝
鮮
王
淮
。
と
し
、
典
拠
を
明
記
し
な
い
。
『
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典』
(
一
九
九
〇
年
十
一
月)
に
、
『
新

姓
氏
録』
に
は
百
済
国
朝
鮮
王
淮
の
後
裔
と
み
え
る
。
と
、
初
め
て
典
拠
を
明
記
し
た
。
つ
ま
り
、
若
沖
以
来
、
何
十
人
、
何
百
人
と
い
う
所
謂
、
万
葉
学
者
・
古
代
史
学
者
が
、『
新

姓
氏
録』
を
参
照
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
早
く
、
中
西
進『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究』
(
一
九
六
三
年
一
月)
は
、｢
姓
氏
録
に
は『
麻
田
連
百
済
国
朝
鮮
王
淮
の
後
な
り』
と
あ
り｣
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本『
続
日
本
紀』
(
全
五
巻
、
一
九
八
九
年
三
月
〜
一
九
九
八
年
二
月)
の
校
注
者
(
青
木
和
夫
・
稲
岡
耕
二
・
笹
山
晴
生
・
白
藤
禮
幸)
も
参
照
し
て
お
り
、
誰
も
が
必
ず
引
用
す
る『
続
日
本
紀』
神
亀
元
年
五
月
辛
未
条
の
注
、
補
注(
二
、
五
一
二
頁
、
補
注
八
六)
に
、
麻
田
連
は
姓
氏
録
右
京
諸
蕃
に
、
百
済
国
朝
鮮
王
淮
よ
り
出
づ
、
と
記
す
。
と
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
田
賢
徳
｢
大
伴
君
熊
凝
哀
悼
歌｣
(『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
第
五
巻
大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良(
二)』
二
〇
〇
〇
年
九
月)
に
、
｢
新

姓
氏
録(
右
京
諸
蕃
下)
に
よ
れ
ば
、
百
済
系
で
あ
る
。｣
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
若
沖『
万
葉
作
主
履
歴』
を
参
照
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
出
自
は｢
百
済
国
朝
鮮
王
淮｣
で
あ
り
麻
田
連
氏
の
始
祖
は｢
答
本
陽
春
＝
麻
田
陽
春｣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
春
初
と
陽
春
の
関
係
は
、
中
西
進
『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究』
(
一
九
九
六
年
一
月)
が｢
答
本
春

初

は
大
友
の
学
士
と
な
る
が
、
そ
の
子
答
本
陽
春
は｣
と
し
、『
万
葉
集
歌
人
集
成』
で｢
子
と
も
考
へ
ら
れ
る｣
と
し
、『
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典』
が
、｢
春
初
の
子
か｣
、
佐
伯
有
清
編『
日
本
古
代
氏
族
事
典』
は
、
｢
春
初
の
子
孫
で
あ
ろ
う｣
と
し
、『
日
本
古
代
中
世
人
名
辞
典』
は｢
春
初
の
子｣
と
断
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
説
明
な
し
。
春
初
の
こ
と
は
、
天
智
四
年(
六
六
五)
八
月
築
城
家
、
天
智
九
年(
六
七
〇)
前
後
学
士
天
智
十
年(
六
七
一)
正
月
兵
法
家
と
あ
っ
て
、
天
智
十
年
正
月
以
後
の
消
息
不
明
。
お
そ
ら
く
、
天
智
天
皇
十
年
十
二
月
三
日
に
天
皇
は
崩
御
し
、
翌
年
弘
文
元
年
壬
申
の
年(
六
七
二
年)
の
乱
が
あ
り
、
こ
の
時
、
春
初
は
築
城
家
・
兵
法
家
・
学
士
と
し
て
近
江
朝
廷(
弘
文
天
皇)
側
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
戦
場
に
出
て
敗
死
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
(
)
。
陽
春
と
の
親
疎(
父
子
関
係)
を
考
え
る
と
生
き
延
び
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
少
し
、
保
留
し
て
お
こ
う
。
(
二)
年
齢
・
閲
歴
に
つ
い
て
付
係
累
陽
春
の
年
齢
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｃ
に
挙
げ
た『
懐
風
藻』
に
｢
年
五
十
六｣
と
あ
る
の
み
。｢
年
五
十
六｣
は
行
年
と
み
る
の
が
定
説
で
あ
る
(
)
。
こ
れ
を
基
点
と
し
て
、
そ
の
年
齢
を
考
え
る
の
が
常
套
と
さ
れ
て
い
る
。
― 6― ( 6 )
題
詞
中
の
｢
藤
江
守｣
が
、
藤
原
仲
麻
呂
で
あ
る
こ
と
は
、『
続
日
本
紀』
天
平
十
七
年(
七
四
五)
九
月
戊
午
条
に
、
民
部

正
四
位
上
藤
原
朝
臣
仲
麿
を
兼
近
江
守
。
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
分
明
で
き
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本『
続
日
本
紀
三』
の
補
注
に
、
本
条
以
降
、
仲
麻
呂
は
史
料
上
で
は
紫
微
内
相
在
任
中
の
天
平
宝
字
二
年
六
月
ま
で
近
江
守
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る(
天
平
宝
字
二
年
孝
謙
天
皇
施
入
勅
[
古
二
五
―
二
二
九
頁])
そ
れ
以
降
も
兼
官
を
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
史
料
上
は
不
明
。
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
仲
麻
呂
の
近
江
守
時
代
は
天
平
十
七
年(
七
四
五)
か
ら
天
平
宝
字
二
年
(
七
五
八)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、『
懐
風
藻』
の
編
集
が
終
了
し
た
の
は
そ
の
序
に
、
時
に
天
平
勝
宝
三
年
歳
辛
卯
に
在
る
冬
十
一
月
な
り
。
と
あ
っ
て
、｢
天
平
勝
宝
三
年
(
七
五
一)
十
一
月｣
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
と
す
る
と
、
藤
江
守
の
時
代
は
、
こ
れ
以
前
の
こ
と
と
な
り
、
天
平
十
七
年(
七
四
五)
か
ら
天
平
勝
宝
三
年(
七
五
一)
の
間
と
な
る
。
こ
の
期
間
に
、
陽
春
は
、
外
従
五
位
上
石
見
守
を
極
官
と
し
て｢
年
五
十
六｣
で
没
し
た
と
推
定
し
て
、
そ
の
没
年
と
出
生
に
つ
い
て
推
定
し
て
み
れ
ば
、
①
天
平
十
七
年(
七
四
五)
没
。
持
統
四
年(
六
九
〇)
生
。
②
天
平
二
十
年(
七
四
八)
没
。
持
統
七
年(
六
九
三)
生
。
③
天
平
勝
宝
三
年(
七
五
一)
没
。
持
統
十
年(
六
九
六)
生
。
と
な
り
、
中
間
を
と
っ
て
、
②
天
平
二
十
年(
七
四
八)
没
。
持
統
七
年(
六
九
三)
生
と
み
る
の
が
、
①
③
い
ず
れ
と
も
三
年
の
差
で
あ
り
、
穏
当
(
)
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
②
を
基
に
簡
単
な
年
譜
を
作
っ
て
み
る
と
、
持
統
七
年(
693)
生
1
歳
神
亀
元
年(
724)
五
月
32
歳
正
八
位
上
答
本
陽
春
に
麻
田
連
。
天
平
二
年(
730)
十
二
月
38
歳
Ａ
、
大
宰
大
典
。
旅
人
上
京
の
時
、
餞
歌(
４
・
五
六
九
、
五
七
〇)
天
平
三
年(
731)
三
月
三
〇
日
39
歳
七
、
八
月
頃
従
六
位
上
行
大
宰
大
典
Ｂ
、
大
宰
大
典
大
伴
君
熊
凝
歌
二
首(
５
・
八
八
四
、
八
八
五)
天
平
十
一
年(
739)
一
月
十
三
日
47
歳
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
天
平
十
七
年(
745)
九
、
十
月
頃
53
歳
Ｃ
、
外
従
五
位
下
石
見
守
藤
江
守
の｢
稗
叡
山
の
先
考
が
舊
禪
處
の
柳
樹
を
詠
む｣
の
作
に
和
す
。
一
首(
藻
一
〇
五)
天
平
二
十
年(
748)
56
歳
没
と
な
る
。
こ
の
年
譜
に
そ
の
時
代
の
社
会
的
政
治
的
出
来
事
を
埋
め
て
考
え
て
行
く
こ
と
に
な
る
が
、
次
に
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
考
え
て
み
よ
う
。

持
統
七
年(
693)
生
。
親
・
出
生
地

神
亀
元
年(
724)
ま
で
の
閲
歴

神
亀
元
年(
724)
時
、
正
八
位
上
と
し
て
の
官
職

天
平
二
、
三
年(
730
731)
時
、
大
宰
府
大
典
の
任
期
と
仕
事

天
平
十
一
年(
739)
外
從
位
下
昇
叙
の
前
後
	
天
平
十
七
年(
745)
石
見
守
と『
藻』
一
首(
仲
麻
呂
と
の
関
係)


妻
子
に
つ
い
て
以
下
、
七
点
に
つ
い
て
概
略
考
察
し
て
み
よ
う
。
麻
田
連
陽
春
伝
考
― 7―( 7 )

親
に
つ
い
て
は
、
答
本
春
初
と
す
る
説
が
あ
る
。
｢
春○
初
―
陽
春○｣
か
ら
の
一
つ
の
推
定
で
あ
る
が
、
春
初
の
閲
歴
は
先
に
見
た
よ
う
に
天
智
十
年(
六
七
一)
以
後
の
史
料
が
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
も
推
定
・
仮
定
の
説
と
な
る
が
、
一
先
ず
、
親
子
と
見
て
お
こ
う
。
す
る
と
、
春
初
の
年
齢
も
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
陽
春
が
持
統
七
年(
六
九
三)
生
、
あ
る
い
は
そ
の
前
後
三
年
の
出
生
と
し
て
、
そ
の
頃
、
父
親
は
生
存
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
あ
っ
た
と
し
て
何
歳
位
な
の
か
。
春
初
が
日
本
に
渡
来
し
た
の
は
天
智
二
年(
六
六
三)
前
後
、
そ
の
時
二
十
歳
代(
あ
る
い
は
も
う
十
歳
ぐ
ら
い
上
か
も
し
れ
な
い)
と
仮
定
し
て
、
持
統
七
年(
六
九
三)
に
は
五
〇(
あ
る
い
は
六
〇)
歳
代
と
な
り
、
可
能
性
は
十
分
で
あ
る
。
出
生
地
は
、
父
が
官
職
に
あ
れ
ば
、
当
然
、
新
益
京(
藤
原
京)
内
か
近
辺
。
あ
る
い
は
母
親
が
百
済
か
ら
の
亡
命
貴
族
の
娘
だ
と
す
れ
ば
近
江
京
付
近
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
本
貫
地
を
麻
田
の
氏
名
は
、
後
の
摂
津
国
豊
島
郡
麻
田
村(
大
阪
府
豊
中
市
麻
田)
の
地
名
に
も
と
づ
く
も
の
か
。[
佐
伯
有
清
『
新

姓
氏
録
の
研
究
考
證

第
五』]のち
の
摂
津
国
豊
島
郡
麻
田
村(
大
阪
府
豊
中
市
麻
田)
の
地
名
に
も
と
づ
く
氏
名
か
。[『
日
本
古
代
氏
族
事
典』]
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
答
本(
の
ち
麻
田)
氏
と
摂
津
と
の
か
か
わ
り
は
薄
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
地
名｢
麻
田｣
も
史
料
に
は
中
世
以
降
で
あ
る
こ
と
も
根
拠
と
し
て
不
足
。
近
江
京
と
そ
の
周
辺
お
よ
び
藤
原
京
と
そ
の
周
辺
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。


は
セ
ッ
ト
で
考
え
て
み
る
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
神
亀
元
年(
七
二
四)
五
月
に
、｢
正
八
位
上｣
と
あ
る
こ
と
。
一
つ
に
は
、
こ
れ
は
初
叙
位
で
あ
る
と
す
る
と
、
蔭
位
か
。｢
選
叙
令
38｣
に
よ
れ
ば
｢
従
五
位
の
嫡
子
に
従
八
位
上｣
と
あ
る
。
春
初
は
天
智
十
年
(
六
七
一)
正
月
に
、｢
大
山
下
(
)｣
を
授
か
っ
て
い
る
。
養
老
令
の｢
従
六
位｣
に
相
当
す
る
。
築
城
家
・
兵
法
家
・
学
士
の
才
能
を
以
っ
て
、
昇
進
す
れ
ば
、
神
亀
元
年(
六
〇
歳
代)
頃
ま
で
に
は｢
正
五
位
あ
る
い
は
外
従
五
位
下｣
ぐ
ら
い
に
は
な
っ
て
い
た
か
と
推
定
で
き
る
。
と
し
て
も
、
神
亀
元
年
に
陽
春
の
初
叙
位
正
八
位
上
は
あ
り
得
な
い
。
と
す
れ
ば
年
二
十
一
か
二
十
五
歳
で
初
授
位
と
し
て
、
二
十
一
は
和
銅
六
年
(
七
一
三)
。
二
十
五
は
養
老
元
年
(
七
一
七)
と
な
り
、
神
亀
元
年(
七
二
四)
、
三
十
二
歳
に
正
八
位
上
と
な
っ
た
も
の
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
｢
正
八
位
上｣
の
官
は
、
中
務
省
・
式
部
省
・
治
部
省
・
民
部
省
・
兵
部
省
・
刑
部
省
・
大
蔵
省
・
宮
内
省
の
小
録
、
大
宰
府
の
少
典
が
相
当
す
る
が
、
父
春
初
の
才
芸
を
受
け
つ
い
だ
と
す
れ
ば
、
式
部
省
大
学
寮
・
治
部
省
玄
蕃
寮
・
兵
部
省
の
い
ず
れ
か
に
出
仕
し
た
も
の
か
と
推
定
し
た
い
。

天
平
二
、
三
年
に
大
宰
大
典
と
し
て
大
宰
府
に
居
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
赴
任
時
を
い
つ
と
み
る
か
で
旅
人
の
｢
梅
花
宴
歌｣
(
５
八
一
五
〜
八
五
二)
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
宴
に
陽
春
の
名
・
歌
が
な
い
の
で
、
｢
宰
府
梅
花
宴
此
人
不
	見
不
審
(

)｣
と
さ
れ
、
こ
の
宴
以
後
の
着
任
と
す
る
説
(
)
が
あ
る
が
、｢
大
典｣
の
職
掌
は
、｢
職
員
令｣
大
宰
府
条
に
、
大
典
二
人
。
掌
ら
む
こ
と
、
事
を
受
う
け
た
ま
は
り
て
上
抄
せ
む
こ
と
、
文
案
を
勘
署
し
、
稽
失
も
検かむ
が
へ
出
し
、
公
文
読
み
申
さ
む
こ
と
。
少
典
二
人
。
掌
ら
む
こ
と
大
典
に
同
じ
。
と
あ
っ
て
、
公
文
書
の
作
製
・
受
理
・
上
申
な
ど
文
書
の
記
録
保
管
な
ど
を
主
と
す
る
実
務
中
間
管
理
職
で
あ
り
、
極
め
て
多
忙
な
職
で
、
梅
花
宴
に
名
の
見
え
な
い
の
は
、
公
務
に
当
っ
て
い
た
か
、
宴
の
進
行
裏
方
か
記
録
係
か
、
歌
の
被
講
役
で
あ
っ
た
か
。
公
務
の
た
め
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宴
に
大
監
伴
氏
百
代
・
小
監
阿
氏
奥
嶋
・
小
監
土
氏
百
村
・
大
典
史
氏
大
原
・
小
典
山
氏
若
麻
呂
の
名
が
あ
る
が
、
大
監
一
人
・
大
典
一
人
・
小
典
一
人
の
三
人
が
欠
け
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
任
期
四
年
と
す
れ
ば
、
こ
の
天
平
二
、
三
年
の
前
後
、
天
平
元
年
か
ら
四
年
ま
で
か
、
神
亀
五
年
か
ら
天
平
三
年
ま
で
と
な
ろ
う
。
年
三
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十
六
歳
か
ら
四
十
一
歳
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
(
)
。

天
平
十
一
年(
七
三
九)
一
月
十
三
日
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
昇
叙
。
四
十
七
歳
。
天
平
三
年
に｢
従
六
位
上｣
と
あ
っ
て
八
年
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
間
の
天
平
七
年(
七
三
五)
前
後
に｢
正
六
位
上｣
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
官
職
は
、
中
務
省
大
丞
・
図
書
寮
助
・
大
学
寮
助
(
博
士)
・
民
部
省
兵
部
省
大
丞
・
中
国
の
守
(
石
見
守)
の
い
づ
れ
か
で
あ
っ
て
、

天
平
十
七
年
(
七
四
五)
ま
で
の
間
に｢
石
見
守｣
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
が
、『
国
司
補
任』
は
天
平
勝
宝
三
年(
七
五
一)
｢
こ
の
年
以
前
見
任(
懐
風
藻)｣
と
し
て
い
る
。
陽
春
以
後
の
守
は
、
天
平
宝
字
七
年(
七
六
三)
九
月
十
五
日
任
従
五
位
下
奈
紀
王
・
神
護
景
雲
二
年(
七
六
九)
七
月
一
日
任
従
五
位
下
豊
国
秋
篠
・
宝
亀
元
年(
七
七
〇)
十
月
廿
三
日
任
従
五
位
下
川
辺
東
人
、
以
後
、
従
五
位
下
の
も
の
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
天
平
十
一
年(
七
三
九)
一
月
十
三
日
外
従
五
位
下
昇
叙
後
に
石
見
守
と
な
っ
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
任
期
四
年
と
す
れ
ば
、
天
平
十
四
、
五
年
頃
ま
で
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
す
る
と
、
天
平
十
七
年
に
は
帰
任
し
て
在
京
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
仲
麻
呂
が
父
祖
ゆ
か
り
の
近
江
守
と
な
り
、
父
武
智
麻
呂
ゆ
か
り
の
比
叡
山
に
詣
で
作
詩
し
た
時
、
同
行
し
た
か
、
仲
麻
呂
帰
京
後
に
そ
の
詠
詩
を
見
る
機
会(
仲
麻
呂
宅
で
の
詩
宴)
で
の
和
詩
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
陽
春
の
父
、
春
初
と
、
仲
麻
呂
の
父
武
智
麻
呂
と
の
何
ら
か
の
親
交
。
た
と
え
ば
、『
武
智
麻
呂
伝』
(『
藤
氏
家
伝』)
に
見
え
る
和
銅
八
年
(
七
一
五)
に
比
叡
山
に
登
り
、
柳
樹
一
株
を
栽
え
、
従
者
に｢
嗟
乎
、
君
ら
、
後
の
人
を
し
て
吾
が
遊
び
息
ふ
処
を
知
ら
し
め
む｣
と
謂
っ
た
と
い
う
、
従
者
の
一
人
で
あ
っ
た
か
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
今
、
そ
の
子
供
同
士
が
互
い
の
親
を
思
い
唱
和
す
る
と
い
う
場
面
を
想
定
し
た
い
。

妻
子
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
子
供
と
し
て
候
補
に
、
①
天
平
宝
字
八
年(
七
六
四)
一
月
己
未
条
、
外
従
五
位
下
麻
田
連
金
生
を
左
大
史
に
任
。
②
神
護
景
雲
元
年(
七
六
七)
二
月
丁
亥
条
、
大
学
に
幸
み
ゆ
き
し
て
釈
し
や
く
奠でん
し
た
ま
ふ
。
座
主
直
講
従
八
位
下
麻
田
連
真
浄
に
従
六
位
下
を
授
く
。
③
延
暦
三
年
(
七
八
四)
十
二
月
己
巳
条
、(
長
岡
京)
造
宮
に
労
有
る
者
に
爵
を
賜
ひ
、
正
六
位
上
麻
田
連

賦
外
従
五
位
下
の
三
人
が『
続
日
本
紀』
に
見
え
る
。
①
麻
田
連
金
生
は
、
他
に
史
料
な
く
、
こ
の
時
、
四
十
代
半
ば
か
。
②
麻
田
連
真
浄
は
、
延
暦
二
年(
七
八
三)
正
月
、
外
従
五
位
下
と
な
っ
た
。
以
後
、
主
税
助
・
兼
大
学
博
士
・
伊
勢
介
・
兼
大
学
助
教
。『
日
本
後
紀』
延
暦
十
六
年(
七
九
六)
甲
午
条
、｢
五
位
巳
上
を
宴
す
。
束
帛
を
賜
う
こ
と
差
有
り
。
外
従
五
位
上
麻
田
連
真
浄
従
五
位
下
。｣
と
あ
っ
て
、
内
位
の
従
五
位
下
に
昇
叙
(
)
し
て
い
る
。
③
麻
田
連

賦
は
延
暦
四
年(
七
八
五)
七
月
左
大
史
、
以
後
、
典
薬
頭
・
右
京
亮
・
山
背
介
。
三
人
の
外
従
五
位
下
叙
位
時
に
、
金
生
と
真
浄
と
の
差
は
十
九
年
の
開
き
が
あ
る
の
で
、
兄
弟
関
係
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
か
。
真
浄
と

賦
は
一
年
差
で
あ
る
の
で
、
兄
弟
か
従
兄
弟
か
で
あ
ろ
う
か
。
金
生
・
真
浄
と
い
う
名
は
春
初
・
陽
春
と
い
う
名
と
の
異
和
感
は
な
い
が
、

賦
は
異
和
感
が
あ
り
、
別
系
か
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
一
年
差
が
了
解
で
き
る
。
と
く
に
、
真
浄
の
官
歴(
大
学
の
直
講
・
助
教
・
博
士)
を
一
覧
す
る
と
、
春
初
(
学
士)
・
陽
春
(
和
歌
・
漢
詩
の
才)
の
子
孫
と
し
て
も
妥
当
だ
と
い
え
よ
う
か
。
真
浄
の
初
出
、
神
護
景
雲
元
年
(
七
六
七)
は
、
陽
春
の
生
存
・
年
齢
が
確
認
で
き
る
天
平
十
七
年
(
七
四
五)
に
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
差
、
二
十
二
歳
で
、
十
分
に
子
供
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
真
浄
の
兄
と
み
ら
れ
る
金
生
は
真
浄
に
く
ら
べ
て
、
他
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
宝
字
八
年
以
後
、
早
く
に
没
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
四
、
お
わ
り
に
大
宰
府
時
代
の
大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良
、
さ
ら
に
藤
原
仲
麻
呂
と
の
文
芸
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
｢
麻
田
連
陽
春
の
和
歌
と
漢
詩
｢
麻
田
連
陽
春
伝
考｣
続
｣
(｢
大
妻
国
文｣
43
号
、
二
〇
一
二
年
三
月)
に
譲
っ
た
が
、
概
略
、
麻
田
連
陽
春
伝
考
― 9―( 9 )
麻
田
連
陽
春
の
伝
記
的
一
覧
は
果
た
し
か
と
思
う
。｢
関
係
年
譜｣
を
付
す
べ
き
と
こ
ろ
、
考
半
ば
の
た
め
掲
出
で
き
な
か
っ
た
。
後
考
を
俟
つ
こ
と
と
し
た
い
。
注
(
1)
『
萬
葉
集』
の
作
品
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
萬
葉
集』
に
拠
り
、
訓
読
文
を
掲
げ
、
原
文
は
省
略
し
た
。
(
2)
『
懐
風
藻』
の
詩
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本『
懐
風
藻
文
華
秀
麗
集
本
朝
文
粹』
の
訓
読
に
拠
っ
た
。
以
下
、『
懐
風
藻』
の
引
用
は
同
書
に
拠
る
。
(
3)
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本『
続
日
本
紀
二』
一
四
三
頁
注
二
〇
。
(
4)
注(
3)
に
同
じ
。
同
頁
注
二
一
。
(
5)
注(
3)
に
同
じ
。
一
五
一
頁
注
三
五
の
補
注
八
六
を
も
参
照
。
(
6)
次
い
で
、｢
達
率
憶
礼
福
留
・
達
率
四
比
福
夫
を
筑
紫
国
に
遣
し
て
、
大
野
と
椽き
、
二ふた
つ
城のき
を
築
か
し
む
。｣
と
あ
る
。
(
7)
『
日
本
書
紀』
天
武
天
皇
十
二
年(
六
八
三)
十
一
日
丁
亥
条
に
、｢
諸
国
に
詔
し
て
、
陣
法
を
習
は
し
む
。｣
・
持
統
天
皇
七
年
(
六
九
三)
十
二
月
丙
子
の
条
に
、
｢
陣
法
博
士
等｣
と
あ
り
、｢
戦
術
に
習
熟
し
た
専
門
家
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。｣(
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本『
日
本
書
紀
③』
五
四
二
頁
注
一)
(
8)
『
日
本
古
代
人
名
辞
典』
参
照
。『
続
日
本
紀』
の
記
事
は
省
略
。
藤
原
仲
麻
呂
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
参
考
論
文
に
、
福
原
栄
太
郎｢
橘
奈
良
麻
呂
の
変
に
お
け
る
答
本
忠
節
を
め
ぐ
っ
て｣
(｢
続
日
本
紀
研
究｣
二
〇
〇
号
。
一
九
七
八
年
十
二
月
。)
が
あ
る
。
名
｢
忠
節｣
に
、
百
済
国
貴
族
の
矜
恃
と
み
る
・
・
べ
き
か
。
(
9)
『
続
日
本
紀』
天
平
宝
字
二
年
(
七
五
八)
八
月
丙
寅
条
に
｢
外
従
五
位
下
津
史
秋
主
ら
卅
四
人
言
さ
く
、｢
船
・

井
・
津
は
本
是
れ
一
祖
な
り
。
別
れ
て
三
氏
と
為
る
。
そ
の
二
氏
は
連
の
姓
を
蒙
り
訖
り
ぬ
。
唯
、
秋
主
ら
改
姓
に
霑
う
る
ほ
は
ず
。
請
は
く
は
、
史
の
字
を
改
め
む
こ
と
を｣
と
ま
う
す
。
是
に
、
姓
を
津
連
と
賜
ふ
。｣
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
延
暦
十
年(
七
九
一)
正
月
癸
酉
条
の

井
連
道
依
・
船
連
今
道
ら
上
言
し
て
改
氏
姓
の
こ
と
も
参
考
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
唐
人
の｢
袁
晋
｣
は
天
平
七
年(
七
三
五)
に
、
十
八
、
九
歳
で
来
日
し
天
平
神
護
二
年(
七
六
六)
十
月
癸
卯
、
舎
利
の
会
に
唐
楽
を
奏
る
を
以
て
正
六
位
上
袁
晋

従
五
位
下
、
神
護
景
雲
元
年(
七
六
七)
二
月
丁
亥
、
音
博
士
従
五
位
下
袁
晋

従
五
位
上
、
以
後
大
学
頭
他
を
歴
任
し
、
宝
亀
九
年(
七
七
八)
十
二
月
庚
寅
、
賜
姓｢
清
村
宿
祢｣
ま
で
唐
名
の
ま
ま
で
あ
っ
た
例
も
参
考
に
な
ろ
う
。
(
10)
た
だ
し
、『
日
本
書
紀』
天
武
天
皇
十
二
年
(
六
八
三)
九
月
丁
未
条
に
、
直
・
首
・
造
姓
の
三
十
八
氏
に｢
連｣
賜
姓
、
同
十
月
己
未
条
に
、
吉
士
、
造
、
史
、
県
主
姓
の
十
四
氏
に｢
連｣
賜
姓
の
前
例
が
あ
る
が
、
答
本(
あ
る
い
は
麻
田)
氏
は
見
当
ら
な
い
。
(
11)
海
北
若
冲
著『
万
葉
作
者
履
歴』
(
宝
暦
元
年(
一
七
五
一)
以
前
の
成
立
。)
は
、
別
名『
万
葉
集
作
者
履
歴』
・『
万
葉
集
人
物
履
歴』
と
も
あ
る
。
万
葉
集
中
の
人
名
を
、
天
皇
以
下
諸
王
・
諸
姓
に
分
類
し
て
、
そ
の
履
歴
を
考
証
し
た
も
の
。
そ
の
原
本
は
散
佚
し
た
が
、
写
本
は
数
点
散
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
よ
く
参
照
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。[
佐
佐
木
信
綱
『
萬
葉
集
事
典』
考
證
・
作
者
(
七
三
八
頁)
・
久
松
潜
一『
契
沖』
・『
国
書
総
目
録』
・
川
上
富
吉｢
万
葉
集
人
物
伝
の
研
究
―
と
く
に
、
帰
化
系
歌
人
に
つ
い
て
―｣
(｢
私
学
研
修｣
85
号
。
一
九
八
〇
年
十
一
月)
参
照
。]
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
中
、
刈
谷
図
書
館
蔵
本『
万
葉
作
主
履
歴』
三
册
本
写
本
に
拠
る
。
そ
の
奥
書
を
次
に
写
し
て
お
く
。
右
萬
葉
作
主
履
歴
上
中
下
三
册
以
故
田
中
道
麻
呂
所
蔵
本
誂
人
書
寫
畢
天
明
八
年
戊
甲
十
月
二
十
二
日
稲
懸
大
平
花
押
文
化
六
年
己
巳
五
月
廿
四
日
書
寫
畢
安
田
廣
治
花
押
安
田
廣
治
の
蔵
本
を
か
り
て
人
に
あ
つ
ら
へ
て
書
写
せ
り
弘
訓
(
12)
佐
伯
有
清『
新

姓
氏
録
の
研
究』
本
文

・
考
證

、
参
照
。
(
13)
壬
申
乱
後
の
処
置
の
一
つ
に
、『
日
本
書
紀』
天
武
天
皇
元
年
(
六
七
二)
八
月
条
に
、｢
高たけ
市ちの
皇み
子こ
に
命
み
こ
と
の
り
し
て
、

江
あ
ふ
み
の
群
臣
ま
へ
つ
き
み
た
ち
の
犯
あ
や
ま
つ
状
か
た
ち
を
宣の
ら
し
め
た
ま
ふ
。
則
す
な
は
ち
重
お
も
き
罪つみ
八
人
を
極
刑
し
ぬ
る
つ
み
に
坐お
く
。
仍よ
り
て
、
右
み
ぎ
の
大
臣
お
ほ
ま
へ
つ
き
み
中なか
臣
と
み
の
連
む
ら
じ
金かね
を
浅あさ
井ゐ
の
田た
根ね
に
斬き
る
。
是こ
の
日
に
、
左
ひ
だ
り
の
大
臣
お
ほ
ま
へ
つ
き
み
蘇そ
我がの
臣おみ
赤あか
兄え
・
大
お
ほ
き
納
言
も
の
ま
を
す
つ
か
さ
巨こ
勢せの
臣おみ
比ひ
等と
と
子うみ
孫のこ
、

あ
は
せ
て
中
臣
連
金
が
子こ
、
蘇そ
我がの
臣おみ
果はた
安やす
が
子
、
悉
こ
と
ご
と
く
に
配な
流が
す
。
以
余
こ
れ
よ
り
ほ
か
は
悉
に
赦ゆる
す
。｣
と
あ
る
か
ら
、
春
初
の
生
存
も
充
分
に
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
巨
勢
比
等
の
子
、
奈

麻
呂
は
、
天
平
元
年(
七
二
九)
三
月
、
正
六
位
上
よ
り
外
従
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
勝
宝
五
年(
七
五
三)
三
月
三
十
日
の
薨
― 10― ( 10 )
伝
に
｢
小
治
田
朝
の
小
徳
大
海
が
孫
、
淡
海
朝
の
中
納
言
大
雲
比
等
が
子
な
り｣
(『
続
日
本
紀』)
・『
公

補
任』
に｢
比
等
之
子｣
と
あ
り
、『
萬
葉
集』
に
、
勝
宝
四
年
(
七
五
二)
十
一
月
二
十
五
日
、
新
嘗
会
の
肆
宴
の
応
詔
歌
六
首
中
の
一
首
(
19
・
四
二
七
三)
を
残
し
て
い
る
。
(
14)
｢
年
五
十
六｣
を
死
亡
時
の
年
齢
と
み
る
も
の
は
、
朝
日
古
典
全
書
・
大
系
・
和
歌
大
辞
典
・
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典
・
日
本
古
代
中
世
人
名
辞
典
。
中
西
進『
万
葉
集
の
比
較
文
学
的
研
究』
は｢
懐
風
藻
に
よ
る
と
没
年
五
十
六
歳
。
か
り
に
天
平
二
十
年
五
十
六
歳
と
す
る
と
持
統
七
年
の
出
生
と
な
る
。｣
と
推
定
し
て
い
る
。
(
15)
注(
14)
中
西
説
。
(
16)
春
初
の
百
済
に
お
け
る
官
位
｢
達
率｣
は
、｢
百
済
十
六
官
品｣
の
第
二
位
で
、
定
員
三
〇
人
で
あ
っ
た
。
日
本
と
の
位
階
対
照
で
は
｢
従
一
位｣
に
相
当
す
る
。
(
新
編
古
典
全
集
本『
日
本
書
紀
③』
付
録
参
照
。)
(
17)
注(
11)
に
同
じ
。
(
18)
『
萬
葉
集
全

釋』
に
｢
梅
花
の
宴
の
作
者
中
に
見
え
な
い
の
は
、
そ
の
後
に
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。｣
(
19)
天
平
二
年(
七
三
〇)
十
二
月
大
納
言
兼
帥
と
な
っ
て
上
京
、
翌
三
年(
七
三
一)
七
月
二
五
日
没
。
後
任
の
帥
の
任
命
は『
続
日
本
紀』
天
平
三
年(
七
三
一)
九
月
癸
酉
条
に
、｢
正
三
位
大
納
言
藤
原
武
智
麻
呂
兼
大
宰
帥
と
す
。｣
と
あ
り
、
こ
の
直
後
、
武
智
麻
呂
・
仲
麻
呂
父
子
と
陽
春
と
の
関
係
が
密
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
20)
高
島
正
人｢
奈
良
時
代
の
麻
田
連
氏
付
答
本
氏
｣
(｢
立
正
史
学｣
38
号
、
一
九
七
四
年
九
月)
は
、『
続
日
本
紀』
記
事
に
限
定
し
た
た
め
に
、｢
内
位
ま
た
は
外
従
五
位
上
へ
の
昇
叙
が
一
例
も
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。｣
と
し
た
が
、『
日
本
後
紀』
に
よ
れ
ば
、
内
位
の
｢
従
五
位
下｣
に
昇
叙
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
麻
田
連
陽
春
伝
考
― 11―( 11 )
